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授業回数別教育内容

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

『キャスケードブーケ・ブートニア』 　　ブーケホルダーを使
用したキャスケードブーケ＆ブートニアを作成する

ブーケスタンド
バーティカルの復習をして
おくこと

定期試験　（実技） オアシス角皿

『アーチ装飾』②  計画に基づいて装飾する
ｱｰﾃｨﾌｨｼｬﾙｶｯﾀｰ、クロッキー帖、色

鉛筆など
装花計画に基づいた道具を
揃えておくこと

『デコレーション②』 サブアイテムの装花作成
1．ﾌﾗﾜｰｹｰｷのﾃﾞｻﾞｲﾝ　2．ﾅｲﾌ装花作成(ﾌﾟﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞ)

クロッキー帖、色鉛筆、グルーガン
フラワーケーキのデザインを
検索しておくこと

『デコレーション①』　サブアイテムの装花作成
1.ｳｪﾙｶﾑﾎﾞｰﾄﾞ  2.ｸﾞﾗｽ

アクアグルー、クロッキー帖、色鉛筆
など

バーティカル、L-Shapeの復
習をしておくこと

『アーチ装飾』 ①  アーチ、ガゼボ装飾の構造を学び、挙
式の装花計画を立てる

ｱｰﾃｨﾌｨｼｬﾙｶｯﾀｰ、クロッキー帖、色
鉛筆など

『ペディスタル』  スタンド装花を生ける
トライアングルの復習をして
おくこと

『ラウンドブーケ・ブートニア』
ワイヤリングで作るブーケ＆ブートニア

ブーケスタンド
ラウンド、ワイヤリングの
復習をしておくこと

『メインテーブル』
ﾊﾞｰﾃｨｶﾙ⇒ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ⇒応用のﾊﾟﾀｰﾝを理解し、制作

オアシス角皿
バーティカルの復習をして
おくこと

『ゲストテーブル』
ラウンドスタイルのテーブル装花を作成

丸皿 パオ３号
四方見アレンジの基礎を復
習しておくこと

『クラッチブーケ・ブートニア』
ナチュラルバインドのブーケとブートニアを作成する

スパイラルの練習をしておく
こと

『L-Shape』 　バーティカル バリエーション オアシス角皿
バーティカルの復習をして
おくこと

『カウンセリング』 　　相手の要望をくみ取り、プランを立
て、提案の為のMAPを作成する

クロッキー帖、色鉛筆など
自身のWeddingPlanMAPを
完成させ、持参すること

『プレゼンテーション』　 作成したMAPを使って 提案する イメージマップ
カウンセリングを元に作成し
たMAPを完成させておくこと

履修に当たっての留意点
フローリストとしての自覚を持ち、花材や道具の取り扱いに注意を払うこと。　テクニック
だけでなく、お客様や同僚とのコミュニケーションスキルを身につけましょう。
フローリストの基本道具は毎回持参のこと。

授業内容（予定） 基本セット以外の使用教材 授業以外での準備学習の有無

『プランニング』 　　自身のWeddingをイメージし、装花プラ
ンを立て、MAPを作成する

筆記用具(ｸﾛｯｷｰ帳、色鉛筆等も)、MAP
作成のための画像プリント　 など

自身のWeddingPlanを立て、
マップに使用したい画像など
を持参すること

到達目標
ウェディングコンセプトから、ブライダルデコレーションを展開し、新郎新婦に提案、また
会場装花の制作ができる。

学習内容
1600組を超える実務経験を持つ現役ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾌﾗﾜｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる指導のもと、婚礼装花の
接客業務であるカウンセリング、フラワーデザイン、デコレーション等をロールプレイング等を通
して実践。またハウスウェディングにおける接客及び制作技術を身に着ける。

成績評価の方法と基準

課題点40点＋定期試験60点　合計点数100点にて成績を算出する

評価　　　GPA　　　合計点数
Ａ　　－　４．０　　90点～100点
Ｂ　　－　３．０　　80点～89点
Ｃ　　－　２．０　　70点～79点
Ｄ　　－　１．０　　60点～69点
E　　 －  出席不良
F　　 －　０．０　　59点以下（不合格）

対象学年
 科目名

フローリスト演習 Ⅱ 福本 真知子

対象学期（Q） 講義　　・　演習　・　実技　・　実習


